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お
お 

 
い
た 

　
９
月
５
日
15
時
15
分
か
ら
、

「
平
成
17
年
度
労
働
者
福
祉
意

見
交
換
会
」
が
大
分
県
商
工
労

働
部
（
角
野
部
長
以
下
５
名
）

と
県
労
福
協
三
役
を
中
心
と
し

た
７
名
と
の
間
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
内
容
は
、
角
野
部
長
と
南
副

会
長
の
あ
い
さ
つ
、
そ
し
て
出

席
者
の
自
己
紹
介
の
あ
と
、
角

野
商
工
労
働
部
長
か
ら
、
本
年

１
月
に
策
定
さ
れ
た
『
お
お
い

た
産
業
活
力
創
造
戦
略
』
の
要

点
と
、
こ
の
戦
略
の
下
で
の
具

体
的
な
人
材
育
成
や
雇
用
政
策

な
ど
、
大
分
県
と
し
て
の
主
要

な
労
働
行
政
の
内
容
説
明
が
さ

れ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
県
労
福
協
側
か
ら
は
、

九
州
労
金
・
門
口
幸
博
大
分
県

副
本
部
長
、
全
労
済
大
分
県
本

部
お
よ
び
大
分
県
総
合
生
協
・

川
辺
修
専
務
理
事
、
県
生
協
連
・

足
立
勇
一
会
長
に
よ
る
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
団
体
の
現
状
説
明
の

あ
と
、
双
方
の
内
容
報
告
を
踏

ま
え
た
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　
県
労
福
協
は
、
労
働
者
福
祉

に
関
わ
る
来
年
度
の
大
分
県
当

初
予
算
編
成
に
向
け
た
要
請
を
、

９
月
５
日
15
時
か
ら
県
庁
会
議

室
で
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
要
請
行
動
に
は
、
県
労

福
協
三
役
を
中
心
と
し
た
７
名

で
対
応
し
、
南
副
会
長
の
挨
拶

に
引
き
続
き
、
要
請
書
を
手
交
、

そ
し
て
齊
藤
事
務
局
長
よ
り
要

請
趣
旨
の
説
明
と
共
に
、
11
月

末
日
ま
で
に
文
書
に
よ
る
回
答

を
求
め
ま
し
た
。
県
側
は
商
工

労
働
部
長
・
審
議
監
、
労
政
能

力
開
発
課
長
・
参
事
・
主
幹
の

５
名
で
対
応
さ
れ
、
角
野
部
長

か
ら
は
「
要
請
内
容
に
つ
い
て

は
、
誠
意
を
も
っ
て
検
討
し
、

要
請
の
期
日
迄
に
は
文
書
で
回

答
し
た
い
」
旨
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。 

　
要
請
内
容
に
つ
い
て
は
、「
お

お
い
た
労
福
協
第
64
号
」（
９

月
１
日
発
行
）
で
紹
介
し
て
お

り
ま
す
の
で
ご
参
照
下
さ
い
。 

   

●
日
時
…
11
月
15
日（
火
） 

　
13
時
30
分
〜
16
時
00
分 

●
場
所
…
全
労
済
ソ
レ
イ
ユ
７
Ｆ 

　「
カ
ト
レ
ア
」 

●
日
程
概
要 

　【
基
調
講
演
】 

　
演
題
『
勤
労
者
の
暮
ら
し
に

　
関
わ
る
サ
ポ
ー
ト
事
業
』 

（
仮
題
） 

　﹇
講
師
﹈
全
労
済
本
部
・
常
務

　
理
事（
中
央
労
福
協
・
幹
事
）

　
　  

　  

　
小
池
　
正
明 

氏 

　【
活
動
報
告
】 

　
テ
ー
マ
『
し
あ
わ
せ
創
造
運

　
動
の
更
な
る
定
着
を
め
ざ
し

　
て
』 

　﹇
報
告
者
﹈
九
州
労
金
大
分
県

　
本
部
・
副
本
部
長 

　
　  

　  

　
門
口
　
幸
博 

氏 

＊
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し

　
ま
す
。 
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①  

ブ
ラ
ジ
ル
　 

②  

19
 

＝
敬
称
略
＝ 

山
本
　
由
美（
大
分
市
） 

局
　
伊
佐
枝（
佐
伯
市
） 

得
丸
　
秀
行（
大
分
市
） 

古
庄
　
健
一（
安
岐
町
） 

平
野
　
隆
宏（
大
分
市
） 

坂
本
　
光
裕（
佐
伯
市
） 

野
村
　
周
子（
別
府
市
） 

岩
田
　
　
章（
別
府
市
） 

佐
藤
　
陽
子（
大
分
市
） 

林
　
淳
一
郎（
大
分
市
） 

機
関
紙
64
号
の
第
21
回
ク
イ
ズ
に
多

数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、

次
の
10
名
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
貴
重
な
ご
意
見
ご
感
想
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ネット 

成  績 

69.6 

70.4 

71.0 

71.2 

71.2 

71.6 

71.8 

71.8 

72.0 

72.0

HDCP

14.4 

33.6 

12.0 

10.8 

10.8 

14.4 

7.2 

13.2 

12.0 

24.0

グロス 

84 

104 

83 

82 

82 

86 

79 

85 

84 

96

イン 

39 

56 

43 

39 

44 

40 

41 

43 

42 

45

アウト 

45 

48 

40 

43 

38 

46 

38 

42 

42 

51

順　位 

優　勝 

準優勝 

３　位 

４　位 

５　位 

６　位 

７　位 

８　位 

９　位 

10  位 

競技者名 

ネットの部 

阪井　信隆 

麻生　信行 

加藤　憲二 

首藤　康志 

徳田　広幸 

亀山　　哲 

赤嶺　貴典 

橋本　敏雄 

吉良　信輔 

長岡　直樹 

グロス 

77 

78 

78

イン 

38 

39 

39

アウト 

39 

39 

39

順　位 

１　位 

２　位 

３　位 

競技者名 

堀　　克則 

佐藤　精華 

清田　昌助 

成  績 グロスの部 

　
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
「
体
育
の
日
」
の
10
月

10
日（
月
）、
県
労
福
協
恒
例
行
事
の
一
つ
で
あ

る
『
第
９
回
役
職
員
交
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ

大
会
』
が
、
由
布
市
挾
間
町
の
「
大
分
サ
ニ
ー

ヒ
ル
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
で
県
下
各
地
か
ら
84
名

の
参
加
者
を
も
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
組
織
や
地
区
の
名
誉
を
か

け
て
、
日
ご
ろ
鍛
え
た
パ
ワ
ー
と
テ
ク
ニ
ッ
ク

が
ホ
ー
ル
の
あ
ち
こ
ち
で
披
露
さ
れ
、
親
睦
・

交
流
と
い
う
所
期
の
目
的
と
共
に
、
熾
烈
な
闘

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
１
日
で
し
た
。 

　
ま
た
、
当
日
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ン
パ
金
５
万

１
千
円
に
つ
い
て
は
、
昨
年
と
同
様
「
大
分
合

同
福
祉
事
業
団
」
に
10
月
12
日
寄
付
致
し
ま
し
た
。 

　県労福協が、大分県・大分県労政協会と共に共催して
います「第49回労美展」が“あなたの感性 みんなの感
動 労美展”のキャッチフレーズで下記要領によって開催
されます。多くの方の応募をお願いします。 

阪井さん　　　　南副会長　　　　堀さん 阪井さん　　　　南副会長　　　　堀さん 
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全労済のネットワー
ク車検は安心で分か
りやすい車検整備を
いたします。エンジ
ンオイル給油・交換
無料です。（車検時） 

一般整備・板金・塗装
の場合、工賃の10％
割引サービスを 
いたします。 

大分県内を網羅する
ネットワーク。24時
間・年中無休で事故
　　現場へ急行いた
し　ます。 

あなたのカーライフのお手伝い。 
車検は安心・安全の全労済指定整備工場をご利用ください。（県下23社） 

サービスの提供資格をもったホームヘルパーがご家庭に
訪問し、食事・入浴・排泄などの介助（身体介護）や部屋の掃
除や洗濯、買い物や調理（生活援助）を行います。 

利用者からのあらゆるご要望・ご相談にお応えできる
よう年中無休のサービス体制を整えて、皆さま方から
のご相談をお待ちいたしております。 

ご本人やご家族のご要望をおうかがいし、ご希望に適した
介護プランを作成いたします。 

詳しくは、下記までお問い合わせください。 

電話 097-548-6777共済ショップ 

の特徴 
●加入できる住宅・家財 

契約者が所有・住居する日本国内にある住宅・家財。 
※住宅の加入基準については「住宅の所在地」「住宅構造」「住宅延面積」により異なります。 
※家財の加入基準については「住宅延面積」「世帯主年齢」「世帯人数」により異なります。 
※店舗付住宅の場合、加入できる範囲等、詳しくは全労済までお問い合わせください。 

●月々の掛金（保障額100万円あたり） 

賃貸住宅にお住まいの方に、強い味方！ 

木　　造 鉄　　筋 
140円 80円 

60円 35円 

+

のみ 

の特徴 

保障額100万円あたり、月々の掛金は、 
木造の場合60円、鉄筋の場合35円とお手頃です。 

最高保障額は、住宅4,000万円、家財2,000万円、 
合わせて6,000万円の大型保障です。 

被災前と同程度の住宅、家財を取得できる 
全労済が定めた標準的な価額で保障します。（再取得価額保障） 

１ 

２ 

３ 

保障額100万円あたり、月々の掛金は、 
木造の場合80円、鉄筋の場合45円となります。 

風水害などでの被害で、最高保障は3,000万円です。 

地震、津波、噴火による倒壊・火災の被害を保障します。 
（最高保障額は1,200万円） 

１ 

２ 

３ 

（  　　　　　　） 
借主の過失で火災、破裂・爆発、漏水等
の事故が発生し、借用住宅に損害が生
じたことにより貸主に対して法律上
の損害賠償責任を負った場合に共済
金をお支払いします。 

台風14号の給付状況 
（2005年10月26日現在） 

被害件数 

給付件数  

給付金額  

…………… 

……………… 

……… 

1,076件 

833件 

2億406万円 

自然災害共済は、火災共済に同 
口数で付帯する保障プランです。 

全労済指定整備工場では、自賠責共済も取り扱っております。
マイカー共済と併せて加入すると便利です。全労済指定整
備工場に車検入庫された方には素敵なプレゼント進呈。 

　
９
月
29
日
、
理
事
19
名
・
監
事

３
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
２
０

０
５
年
度
の
第
２
回
理
事
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
報
告
事
項
と
し
て
、

①
会
議
開
催
状
況
報
告
、
②
２
０

０
５
年
度
９
月
１
日
付
人
事
異
動
、

③
台
風
14
号
被
害
状
況
、
④
共
済

事
業
の
進
捗
状
況
、
⑤
介
護
事
業

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
を

行
い
、
全
員
異
議
な
く
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
協
議
事
項

で
は
、
①
県
本
部
顧
問
基
準
の
新

設
、
②
県
本
部
顧
問
の
選
任
、
③

共
済
事
業
の
活
動
計
画
、
④
介
護

事
業
の
活
動
計
画
、
⑤
そ
の
他
に

つ
い
て
の
提
案
を
行
い
全
員
異
議

な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 
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去
る
９
月
29
日
に
ソ
レ
イ
ユ
５

Ｆ
に
お
い
て
、
２
０
０
５
年
度
第

２
回
理
事
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。 

　
協
議
事
項
の
主
な
内
容
は
次
の

通
り
で
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で

承
認
を
頂
き
ま
し
た
。 

   

か
た
し
ま
台
団
地
の 

  

販
売
活
動 

 

　
11
月
26
日（
土
）〜
27
日（
日
）に

か
け
て
建
売
住
宅
が
完
成
し
ま
す

の
で
、
建
売
住
宅
の
販
売
会
と
あ

わ
せ
て
注
文
住
宅
の
完
成
見
学
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

   

旅
行
セ
ン
タ
ー 

  

「
忘
・
新
年
会
企
画
」の 

  

取
り
組
み
に
つ
い
て 

 

　
２
０
０
５
年
度
の
集
客
目
標
は
、

期
間
中（
２
０
０
５
年
11
月
１
日

〜
２
０
０
６
年
１
月
31
日
）５
、０

０
０
名
と
し
ま
す
。 

    

　
昨
今
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
「
ア

ス
ベ
ス
ト
」
に
関
し
、「（
財
）西

日
本
産
業
衛
生
会
・
大
分
労
働
衛

生
管
理
セ
ン
タ
ー
」
に
依
頼
し
、

中
央
パ
ー
キ
ン
グ
の
吹
き
付
け
材

に
つ
い
て
の
調
査
を
行
っ
た
結
果
、

石
綿
は
ま
っ
た
く
含
有
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
報
告
を
受
け
ま
し
た
。 

別 府 市／アートホテル石松 
　　　　　亀の井ホテル 
　　　　　シーサイドホテル美松 
　　　　　杉乃井ホテル 
　　　　　竹の井ホテル 
　　　　　別府パストラル 
　　　　　別府湾ロイヤルホテル 
　　　　　ホテルかくすい苑 
　　　　　ホテル三泉閣 
　　　　　ホテルサンバリーアネックス 
　　　　　ホテル白菊 
　　　　　ホテル白鷺 
　　　　　ホテル清風 
　　　　　すえよ志旅館 
　　　　　つるみ荘 
城島高原／城島後楽園ホテル 
日田温泉／亀山亭ホテル 
　　　　　小京都の湯みくまホテル 
　　　　　日田の宿よろづや 
天瀬温泉／久壽屋旅館 
　　　　　瀬音・湯音の宿浮羽 
湯 布 院／九重レークサイドホテル 

〒870-0035　大 分 市 中 央 町 4 - 1 - 3 2 
TEL（097）548-5515  FAX（097）548-5551 

旅行業務取扱主任者／羽田 元男 

大分県知事登録旅行業第2-40号 

旅行センター 

全国勤労者旅行会 
大分地区協定旅館 

建築士・福祉住環境コーディネータ
ーが、自立・介護のお手伝いとして
のリフォームをケアマネージャーさ
んと相談して施工しています。介護
保険適用認定者の方は、保険より補
助が受けられます。 



　
ご
契
約
者
の
み
な
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
ま
た
、
常
日
頃
よ
り
当
会
の
事

業
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
み
な
さ
ま
に
は
、
協
力

団
体
等
を
通
じ
て
、
既
に
ご
案
内

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
当
会
は
、

一
九
九
二
年
一
月
か
ら
「
介
護
年

金
共
済
ア
ン
ド
」
の
販
売
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
長
期
に
亘
る

ゼ
ロ
金
利
の
経
済
状
況
と
い
う
予

測
し
が
た
い
環
境
の
変
化
に
よ
り
、

予
定
利
率
に
対
応
す
る
運
用
収
益

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
経

過
し
て
き
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
友
誼
団
体
で
あ
る
「
大

分
県
総
合
生
協
」
の
共
済
事
業
が

全
労
済
へ
事
業
統
合
（
二
〇
〇
三

年
六
月
）
す
る
こ
と
に
伴
い
、
全

労
済
の
「
介
護
プ
ラ
ン
」
へ
の
契

約
移
行
を
検
討
し
ま
し
た
が
、
高

齢
加
入
者
の
移
行
が
適
わ
な
い
な

ど
支
障
が
多
く
、
断
念
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
よ
っ
て
、
ご
契
約
者
の
み
な
さ

ま
の
権
益
を
守
る
た
め
に
、
今
の

う
ち
に
、
将
来
的
に
も
安
定
的
に

運
用
で
き
る
制
度
を
当
会
で
開
発

し
、
再
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
を

決
断
し
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、

当
初
お
約
束
し
た
契
約
内
容
を
守

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た

こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
深
く
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
当
会
と
し
て
は
、
二
〇

〇
五
年
八
月
〜
九
月
に
か
け
て
新

制
度
案
お
よ
び
移
行
の
取
扱
い
に

つ
い
て
各
協
力
団
体
等
を
通
じ
た

説
明
会
を
開
催
し
、
み
な
さ
ま
方

か
ら
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
そ
の
ご
意
見
を
踏
ま

え
て
、
二
〇
〇
五
年
度
第
五
回
理

事
会
に
て
、
最
終
的
に
「
新
制
度
」

お
よ
び
「
既
存
契
約
か
ら
の
移
行

の
取
扱
い
」
が
決
定
し
ま
し
た
。 

　
つ
き
ま
し
て
は
、
協
力
団
体
を

通
じ
て
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
「
新
介
護
共
済
の
内
容
」

お
よ
び
「
制
度
移
行
の
取
扱
い
」

に
つ
い
て
ご
確
認
の
上
、「
加
入

申
込
書
」
ま
た
は
「
解
約
届
」
の

い
ず
れ
か
を
ご
提
出
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
介
護
年
金
共
済
制
度
の
安
定
移

行
の
た
め
に
、
諸
事
ご
賢
察
の
上
、

何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

　
詳
し
く
は
、
ご
契
約
者
の
み
な

さ
ま
に
配
布
し
て
い
ま
す
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
参
照
下
さ
い
。 
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加入資格 
●医療扶助共済に１年間以上加入しており、発効日において契約が終了する方 
●発効日の年齢が満40歳から65歳までの共済契約者および共済契約者の配偶者 
●医療扶助共済の契約口数以内の加入となります。 

掛金と保障の概略 
●最高満81歳まで保障します。（退職時の年齢掛金から、掛金のアップはありません。） 
●払込方法は年払となります。 
●連続入院５日以上の入院が対象で、最高180日間の疾病・災害入院共済金をお支払いします。 
●手術の種類により、入院共済金日額の５・10・20倍の手術共済金をお支払いします。 
●共済期間の満了日（満81歳）に契約口数に応じて健康祝金をお支払します。 
●共済期間中にお亡くなりになったら、契約年齢に応じて死亡見舞金をお支払します。 

年齢 

40歳 

41歳 

42歳 

43歳 

44歳 

45歳 

46歳 

47歳 

48歳 

49歳 

50歳 

51歳 

52歳 

口数 

20口 

40口 

60口 

19,680円 

39,360円 

59,040円 

年 掛 金  

2,000円 

4,000円 

6,000円 

入院日額 

２万円 

４万円 

６万円 

健康祝金 

１万円・２万円・４万円 

２万円・４万円・８万円 

３万円・６万円・12万円 

（手術の種類に応じて） 

（手術の種類に応じて） 

（手術の種類に応じて） 

手 術 共 済 金  

２万円～６万円 

４万円～12万円 

６万円～18万円 

（契約年齢に応じて） 

（契約年齢に応じて） 

（契約年齢に応じて） 

死 亡 見 舞 金  

年 掛 金  

  9,000 

  9,360 

  9,840 

10,320 

10,800 

11,280 

11,760 

12,240 

12,720 

13,200 

13,680 

14,160 

14,640

年 掛 金  

15,120 

15,600 

16,080 

16,800 

17,520 

18,240 

18,960 

19,680 

20,400 

21,120 

21,840 

22,560 

23,280

年齢 

53歳 

54歳 

55歳 

56歳 

57歳 

58歳 

59歳 

60歳 

61歳 

62歳 

63歳 

64歳 

65歳 
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９
月
８
日（
木
）「
２
０
０
６
年

度
大
分
県
予
算
編
成
並
び
に
行
政

執
行
に
関
す
る
要
望
」
を
、
県
の

生
活
環
境
部
長
室
で
行
な
い
ま
し

た
。 

　
こ
の
要
望
活
動
は
毎
年
会
員
生

協
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
要
望
は
、
①

生
活
協
同
組
合
へ
の
支
援
策
の
強

化
、
②
消
費
者
行
政
の
充
実
・
強

化
、
③
食
品
の
安
全
・
安
心
の
推

進
、
④
農
林
水
産
行
政
の
充
実
、

⑤
災
害
時
の
緊
急
生
活
物
資
の
供

給
に
関
す
る
協
定
の
締
結
、
⑥
介

護
・
福
祉
施
策
の
強
化
、
⑦
医
療

制
度
の
改
善
、
⑧
ア
ス
ベ
ス
ト
対

策
の
８
テ
ー
マ
で
す
。 

　
当
日
は
、
県
生
活
環
境
部
よ
り

堤
俊
一
郎
部
長
含
め
４
名
、
生
協

県
連
は
、
足
立
会
長
を
含
め
９
名

が
出
席
し
ま
し
た
。
先
ず
、
田
原

課
長
補
佐
が
司
会
者
と
な
り
、
足

立
会
長
よ
り
あ
い
さ
つ
、
県
、
生

協
連
双
方
よ
り
出
席
者
の
紹
介
が

あ
っ
た
後
、
足
立
会
長
よ
り
堤
生

活
環
境
部
長
に
「
要
望
書
」
を
手

渡
し
、
内
容
に
つ
い
て
は
太
田
専

務
よ
り
各
テ
ー
マ
ご
と
に
詳
し
く

説
明
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
今
回

は
災
害
時
の
緊
急
生
活
物
資
協
定

の
締
結
、「
大
分
県
民
の
消
費
生

活
の
安
定
及
び
向
上
に
関
す
る
条

例
」
の
改
正
で
の
「
基
本
計
画
」

の
策
定
、「
大
分
県
食
品
安
全
に

関
す
る
条
例
」
の
制
定
で
「
食
品

の
安
全
と
安
心
の
施
策
」
等
の
要

請
を
中
心
に
行
い
、
11
月
末
ま
で

に
回
答
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
意
見
交
換
を
行
い
そ

の
中
で
、
生
活
環
境
部
に
対
す
る

県
連
の
要
望
に
つ
い
て
、
回
答
で

き
る
部
分
と
し
て
の
基
本
的
な
考

え
方
を
堤
部
長
よ
り
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。 

　
説
明
内
容
の
主
な
も
の
は
、
災

害
時
の
緊
急
生
活
物
資
に
つ
い
て

は
民
間
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
県

と
し
て
も
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

食
品
の
安
全
・
安
心
は
強
め
て
行

く
中
で
食
育
も
大
切
で
あ
る
。
消

費
者
問
題
は
消
費
者
相
談
の
資
格

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
の
で
協
力

が
で
き
な
い
か
考
え
て
ほ
し
い
し
、

市
町
村
の
窓
口
が
で
き
て
い
な
い

所
も
あ
り
、
そ
の
問
題
解
決
も
必

要
と
な
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
は

官
民
合
わ
せ
て
３
、０
０
０
件
を

越
え
る
も
の
が
あ
り
、
対
策
を
し

た
い
。 

　
そ
の
他
要
望
に
つ
い
て
は
、
で

き
る
限
り
関
係
部
と
も
協
議
し
て

応
え
て
ゆ
き
た
い
と
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。 

　
生
協
連
合
会
役
員
と
県
議
会
各

会
派
代
表
議
員
と
の
懇
談
会
が
、

９
月
22
日（
木
）大
分
ワ
シ
ン
ト
ン

ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

で
15
回
目
の
こ
の
懇
談
会
は
、
県

下
に
大
き
く
前
進
し
て
い
る
生
協

（
42
万
組
合
員
）
の
活
動
を
見
て

頂
き
、
生
協
運
動
へ
の
理
解
と
支

持
・
協
力
を
得
る
た
め
、
ま
た
、

生
協
に
対
す
る
意
見
・
要
望
を
聞

く
た
め
に
生
協
連
の
呼
び
か
け
で

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
当
日
は
県
議
会
開
会
中
に
関
わ

ら
ず
各
議
員
の
皆
様
は
大
変
お
忙

し
い
中
、
荒
金
議
長
さ
ん
を
は
じ

め
に
、
社
会
県
民
ク
ラ
ブ
、
県
政

ク
ラ
ブ
、
新
党
み
ら
い
、
公
明
党
、

日
本
共
産
党
の
会
派
よ
り
７
名
の

議
員
の
皆
様
の
ご
出
席
を
い
た
だ

き
、
生
協
連
は
足
立
会
長
を
は
じ

め
県
連
役
員
11
名
、
コ
ー
プ
お
お

い
た
・
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
お
お
い

た
よ
り
７
名
が
参
加
し
、
貴
重
な

意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
る
中
に
も

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
進
め
ら
れ

ま
し
た
。 

　
懇
談
会
は
先
ず
、
生
協
連
の
足

立
会
長
よ
り
荒
金
議
長
を
は
じ
め

各
議
員
さ
ん
へ
懇
談
会
出
席
の
御

礼
を
申
し
上
げ
挨
拶
と
し
て
、
今

日
の
生
協
活
動
は
大
変
厳
し
い
状

況
に
あ
る
が
、
県
下
12
生
協
は
、

組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
経
済

活
動
、
環
境
問
題
を
含
む
社
会
的

責
任
・
役
割
等
々
の
生
協
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
食
の
安
全
・
安
心
問
題
、

消
費
者
政
策
な
ど
、
食
と
消
費
者

の
権
利
を
守
る
運
動
に
ご
理
解
を

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、
生

協
と
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
生
協
が
各
界
、
県
民

の
皆
様
に
支
持
・
共
感
を
得
る
た

め
に
、
生
協
の
自
立
し
た
今
後
の

活
動
に
対
し
て
出
席
さ
れ
た
議
員

さ
ん
へ
の
協
力
の
要
請
を
行
い
ま

し
た
。 

　
次
い
で
、
出
席
議
員
を
代
表
し

て
荒
金
議
長
さ
ん
よ
り
、
今
日
の

よ
う
に
大
き
く
な
っ
た
生
協
の
役

割
、
責
任
は
重
く
、
県
民
生
活
の

安
定
と
文
化
の
向
上
に
つ
と
め
る

た
め
に
幅
広
い
活
動
を
す
す
め
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
敬
意
を
表
し
、

県
民
生
活
の
向
上
、
食
の
安
全
・

安
心
が
高
ま
り
、
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
が
多
様
化
す
る
中
で
生
協
の
役

割
は
重
要
で
あ
り
、
議
会
と
し
て

も
県
民
福
祉
の
向
上
と
い
う
意
味

で
は
生
協
と
同
じ
考
え
で
あ
る
。 

　
県
議
会
は
、
こ
う
し
た
食
の
安

全
等
に
県
民
の
期
待
に
応
え
る
活

動
を
す
す
め
る
と
の
力
強
い
ご
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
引
き
続
き
、
出
席
さ
れ
た
各
議

員
よ
り
自
己
紹
介
を
い
た
だ
い
て
、

意
見
交
換
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
「
生

協
県
連
の
活
動
概
要
」
を
太
田
専

務
よ
り
報
告
、
コ
ー
プ
お
お
い
た

と
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
お
お
い
た
か

ら
「
安
全
安
心
の
食
品
づ
く
り
、

助
け
合
い
活
動
、
子
育
て
、
環
境
・

福
祉
活
動
、
環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組
み
や
、
牛
乳

パ
ッ
ク
か
ら
び
ん
利
用
等
」
の
報

告
が
あ
り
、
食
事
を
し
な
が
ら
話

し
合
い
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
懇
談
会
を
通
じ
、
生
協
に

対
し
て
の
理
解
は
深
ま
り
つ
つ
あ

る
こ
と
の
確
信
を
し
ま
し
た
。
最

後
に
、
万
歳
三
唱
が
あ
り
、
次
年

度
も
再
会
し
多
い
に
懇
談
会
を
盛

り
上
げ
ま
し
ょ
う
と
相
互
に
確
認

を
し
て
、
懇
談
会
を
終
了
し
ま
し

た
。 
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尼
崎
市
の
大
手
機
械
メ
ー
カ
ー

「
ク
ボ
タ
」
の
従
業
員
や
周
辺

の
住
民
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
原
因

と
見
ら
れ
る
疾
病
で
の
死
亡
や

患
者
が
で
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
る
ほ
ど
ア
ス
ベ
ス
ト
に

対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
勤
労
者
医
療
生
協
と
安
全

セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
問
題
へ
の

正
し
い
理
解
と
今
後
の
課
題
を

理
解
し
て
い
た
だ
こ
う
と
９
月

24
日
に
連
合
大
分
の
後
援
を
受

け
て
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
講
師
は
中
皮
腫
・
じ
ん
肺
・

ア
ス
ベ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
代
表
の

名
取
雄
司
医
師
で
、
最
初
に
ア

ス
ベ
ス
ト
が
お
こ
す
健
康
障
害

の
悪
性
中
皮
腫
や
肺
ガ
ン
・
ア

ス
ベ
ス
ト
肺
な
ど
に
つ
い
て
詳

し
い
話
を
行
な
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス

ト
は
す
で
に
対
策
が
行
な
わ
れ
、

問
題
は
解
決
し
て
い
る
と
い
う

誤
解
が
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
お
り
、

リ
ス
ク
に
対
す
る
危
機
感
の
な

さ
こ
そ
が
問
題
だ
と
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。
つ
ぎ
に
建
築
材
の
問

題
点
と
し
て
、
含
有
と
非
含
有

と
の
区
別
が
一
般
的
に
は
難
し

い
こ
と
や
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

を
知
ら
な
い
こ
と
か
ら
切
断
、

加
工
や
解
体
な
ど
の
際
の
対
策

が
と
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
の
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
連
合
大
分
の
組
合

関
係
の
他
に
一
般
の
方
も
多
く

参
加
さ
れ
、
質
疑
も
時
間
を
オ
ー

バ
ー
し
て
行
な
わ
れ
る
な
ど
、

こ
の
問
題
に
た
い
す
る
関
心
の

高
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。 

　
ア
ス
ベ
ス
ト
関
係
の
相
談
窓

口
を
安
全
セ
ン
タ
ー
に
開
設
し

ま
し
た
。
健
診
な
ど
が
必
要
な

場
合
は
、
勤
労
者
医
療
生
協
の

院
・
所
で
「
ア
ス
ベ
ス
ト
健
診
」

と
し
て
医
師
に
よ
る
診
察
や
検

査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。 

 

 

 

　健康診断で「肥満」「高血圧」「高血糖」「高コレス

テロール」という生活習慣病の４つの“予兆”を指摘

された人は「異常なし」の人に比べて十年後の医療費

が３倍以上かかっていることが社会保険庁の調査研究

で明らかになりました。 

　高血糖とされた人の43％が十年以内に糖尿病になっ

たことも判明。 

　調査は、政府管掌健康保険の加入者のうち健診受診

率の高かった三重県の約2,800人が対象で、中心は健

診時に40代。93年度の健診結果と03年度のレセプト

を照合したものです。 

　調査結果によると、93年度に４つの項目とも異常な

しだった人の03年度医療費総額平均143,000円に対し、

すべての項目で異常が指摘された人は451,000円に上

り、３項目は218,000円、２項目は200,000円で１項

目だけでは151,000円となっています。 

　項目別では高血糖、高血圧、肥満、高コレステロー

ルの順で医療費に影響が表れています。 

　厚生労働省では、「運動や食事で生活習慣病を予防

すれば中長期的に医療費が減らせることが裏付けられた。

健診結果に基づく保健指導を充実させたい」としてい

ます。 

　
大
分
協
和
病
院
で
は
、
介
護

保
険
法
の
施
行
さ
れ
た
２
０
０

０
年
４
月
か
ら
一
部
病
床
を
介

護
保
険
で
利
用
で
き
る
介
護
療

養
病
床
の
指
定
を
受
け
て
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
利
用
者
を
受
け

入
れ
て
き
ま
し
が
、
今
年
８
月

末
で
指
定
を
返
上
し
ま
し
た
。 

　
９
月
か
ら
は
一
般
病
床
と
し

て
患
者
の
受
け
入
れ
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
は
、
入
院
患
者
の
中
に

Ａ
Ｌ
Ｓ
な
ど
の
神
経
難
病
や
重

度
意
識
障
害
、
脊
髄
損
傷
等
の

重
傷
患
者
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
る
た
め
で
、
一
部
の
病
床

に
特
定
疾
患
入
院
医
療
管
理
の

施
設
基
準
を
取
得
し
て
、
今
後

の
看
護
力
等
の
向
上
を
め
ざ
す

必
要
が
で
て
き
た
た
め
で
す
。 

　
介
護
療
養
病
床
の
返
上
に
伴

い
こ
の
病
床
を
利
用
し
て
い
る

方
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
検
討

を
重
ね
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
全
員

を
特
定
疾
患
の
対
象
と
し
て
受

け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。 

　
こ
の
た
め
、
大
分
協
和
病
院

で
は
介
護
保
険
に
よ
る
入
院
や

短
期
入
所
は
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
要
介
護
度
が
高
く
、

特
定
疾
患
に
該
当
す
る
方
に
つ

い
て
は
、
医
療
保
険
に
よ
る
入

院
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
一
般
疾
病
や
労
災
に

つ
い
て
も
従
来
通
り
の
入
院
は

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。 
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二
〇
〇
五
年
度
上
期
（
九
月

末
）
実
績
が
、
預
金
二
、
三
六

五
億
円
・
融
資
一
、
三
六
九
億

円
の
残
高
と
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
も
、
会
員
皆
様
の
労
金

運
動
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協

力
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

　
さ
て
、
十
月
一
日
か
ら
は
、

二
〇
〇
五
年
度
事
業
計
画
達
成

に
向
け
て
九
州
ろ
う
き
ん
は
「
し

あ
わ
せ
創
造
運
動
」
の
一
環
と

し
て
、
お
客
さ
ま
の
満
足
度
を

高
め
、
身
近
な
金
融
機
関
を
目

指
し
た
お
役
立
ち
宣
言
＝
話
せ

る
ろ
う
き
ん
＝
を
訴
え
、
左
記

の
と
お
り
、
商
品
改
定
や
制
度

新
設
を
行
い
ま
し
た
。 

　
下
期
重
点
活
動
取
組
を
残
さ

れ
た
六
ヶ
月
も
全
力
投
球
い
た

し
ま
す
の
で
、
上
期
同
様
ご
理

解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 記 

 

制
度
改
正
、 

　
　 

新
制
度
の
お
知
ら
せ 

 

一
、
住
宅
ロ
ー
ン
特
別
金
利
引

　
下
げ
及
び
固
定
選
択
期
間
終

　
了
後
の
見
直
し
金
利
の
優
遇

　
を
実
施 

　
（
二
〇
〇
五
年
九
月
一
日
か

　
ら
二
〇
〇
五
年
十
一
月
三
十

　
日
ま
で
） 

 

二
、
「
し
あ
わ
せ
安
心
プ
ラ
ン
」

　
の
使
途
拡
大 

　
　
し
あ
わ
せ
安
心
プ
ラ
ン
の

　
資
金
使
途
に
つ
い
て
は
、
多

　
く
の
ご
利
用
者
か
ら
要
望
が

　
強
か
っ
た
フ
リ
ー
ロ
ー
ン
（
多

　
目
的
）
利
用
が
十
一
月
よ
り

　
可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

　
　
益
々
、
便
利
に
な
っ
た
し

　
あ
わ
せ
安
心
プ
ラ
ン
！
皆
様

　
の
ご
契
約
・
利
用
を
お
願
い

　
い
た
し
ま
す
。 

 

三
、
保
証
会
社
の
拡
大 

　
　
ご
融
資
を
ご
利
用
い
た
だ

　
く
場
合
に
は
、
必
ず
保
証
会

　
社
の
保
証
が
得
ら
れ
る
こ
と

　
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
現
在
ま
で
労
金
の
保
証
会

　
社
は
一
社
の
み
で
し
た
が
、

　
十
月
一
日
よ
り
二
社
（
日
信

　
協
・
ニ
コ
ス
）
に
拡
大
し
ま

　
し
た
。 

　
　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
保
証

　
会
社
の
保
証
が
得
ら
れ
る
機

　
会
が
増
え
、
労
金
ロ
ー
ン
の

　
ご
利
用
が
し
や
す
く
な
り
ま

　
し
た
。 

 

四
、
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
営
業
日

　
の
拡
大 

　
　
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
営
業

　
日
を
十
一
月
六
日
よ
り
、
日

　
曜
日
も
営
業
い
た
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

　
さ
い
。 

　
　
ご
来
店
を
お
待
ち
申
し
上

　
げ
ま
す
。 

　
（
詳
し
く
は
、
最
寄
の
労
金

　
各
支
店
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。） 


